
市
＝

三
水
省
索
。
脱官
僚
主
銭。
の
に
三本
首
相の
惑
の妙
警
はな
に
関
し
て
習
な問
題
提
起
を
お
こ

は
、
他
方
で宮
沢外相
草
案
わ

明
＝
一
双
と
し
て
な
の
か、
ブ
ルl
ン
の
く、
東
郷
次
官
の
弱
気
と
人
物
を
凡
なっ
てい
る。
し
た
がっ
て、
わ
が
っ
た
ば
かりで
あ
り、
肝心
の
患

年
一一
一
人、
平
沢
和市則
氏
窓批
米
大一
定
出
す
こ
と
に
な
る
の
では
な
かろ
う

図とし
て
は、
ア
メ
Dカ
仰
の
悶
脳
で政策
の一
元
住己え
で
き
てい
な

竺一

理し
ょ
2し
た

き、
朴
念
仁
か。

還
に応
え
仰
る認
を
ぎ
習
い印
き
受け
る。
今
日の時
代
に

h
と
一
で知
ら
れ
る県
郷
外
務
事
務
次
官、

そ
の三
木
首
相は、
あ
す白山
富

表明
そし
てHH
体的
な
行訓の
裏
付
は
、
忍
ぜ外
交
や
多・刈
外交
も
大い

刊
一一
は、
靴
下
をい
じり
況
が
ら
「
その
脳
会談
の
た
めに
訪
米
す
る。
今
回
けが
必
製
にな
る
で
あ
ろ
う。

に
山
同
様
だ
が、
こ
の
受口、
線
本
に

Mv
＝

群陣
営、
自分
のロ
の
日
告
盟国
語
，
禁な
さ

こ
の
店、
は
た
して
室、パ
で
おい
で
き
之
と
し
た

外護策の

肝
＝

唱
す‘
を切っ
てからにレ

一一
花が・ほされ
ていてこ
そ
薬

問
一

帝
一

長

持

者

湘
…
溺……
米

ぷ…一
望…
沿い…

内

総

務

誌
に

ほ

土
田］

め
た
とい
う。
こ
の

な
る。

一
寸

エ
ラードは、
す

，

5

2

2

お

訪米す
ゑ自制に
まにいこ
と

で
に
外国
の雑
誌
に

中

柏崎

嶺

雄

は、
い
に
ず
らに

実嗣
ま
がい
の

も
報
ぎ
りれ
てい
る
が、
東
郷
次
官
脳
会
政e
だ
とい
り
れ
てい
る
が、

あ
ろ
う
かd一一一
木首
相
は、
訪
米
前
「
外交
哲
学」
を陥っ
た
り、
発
想

には
拒
否
の
反
応
宮市

す£泊靴
下
イン
ド
シ
ナ
後
の
ア
ジ
ア
的
地問
宅
考
に、

字必
刊誌
泌
氏
を。
持
山少
と
の
M
を
間阿っ
た
り
す｛官
こ
とで
は
な

をい
じ
る
鮮
があ
る
そ
う
だか
ら、

え
た
と山吉、
今回
の首
脳
会
談
は
産

して
金
日
成・
北
羽鮮
主
席
と会
談
く、
災
任
あ
る
臼
本
外
交
の立
場
を

そのエ
ピ
yl
ド
はか
な
り
真災
に
わ
め
て盤
裂
な
窓峠
そ
沿
っ
会談
だ
さ
せ
たと見
ら
れ
る
こ
と
など、
号
外
交
政
竺
元化
の当
然
の
角
皮
か

近
い
も
の
で
あ
ろ
う＠
い
ずれ
巳
せ
と
い
え
よ
っ。
ア
メ
D
力
側
は
す
だ
の
畑中
山帽
を
独
自
に
巡
め
てい
る
よ
う
ら
必以
法で
ア
メ
H3力
側
に
州民
組
し

ょ、
こ
のエ
ピ
ナl
E
閃
す
る
か
に山ハ
月
中
旬
の
日
米
協
会に
お
け
る
で
あ
る
が、
目
前
に
とっ
て
詰
て
も
らい
た
い
こ
と
で
あ
る。

ぎ
り、
後
世
の
外
交史家
は、
そ
こ

キッ
シンクャ
1
演
説で
日
米関
係
もっ
と
も
双
嬰な
朝鮮
半
島政
策
で

（
東
京
外
大助
紋授）

直言　首相訪米に望む　産経新聞夕-1975.08.01
刊


